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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 7月 30日 (2004.7.30)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 　 　

【 請 求 項 ２ 】
　 　 　

【 請 求 項 ３ 】
　 　 　

【 請 求 項 ４ 】
　 　 　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 に よ る 鉛 フ リ ー 合 金 型 温 度 ヒ ュ ー ズ に お け る 可 溶 合 金 組 成 は 、 Ｂ ｉ － Ｉ ｎ 二 元 合

両 端 に リ ー ド 部 材 を 接 続 し た 可 溶 合 金 と 、 こ の 可 溶 合 金 を 挿 入 す る 絶 縁 性 の ケ ー ス
と を 具 備 し 、 リ ー ド 部 材 が 導 出 す る ケ ー ス 端 部 を 封 止 し た 温 度 ヒ ュ ー ズ に お い て 、 前 記 可
溶 合 金 は Ｂ ｉ を ３ ２ 重 量 ％ ～ ６ ９ 重 量 ％ 、 Ａ ｇ を ０ ． ０ １ 重 量 ％ ～ ０ ． ３ 重 量 ％ 、 残 部 Ｉ
ｎ の 組 成 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 鉛 フ リ ー 合 金 型 温 度 ヒ ュ ー ズ 。

前 記 可 溶 合 金 の 組 成 は Ｂ ｉ が ６ ４ 重 量 ％ ～ ６ ９ 重 量 ％ 、 Ａ ｇ が ０ ． ０ ５ 重 量 ％ ～ ０
． ３ 重 量 ％ お よ び 残 部 が Ｉ ｎ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｐ ｂ フ リ ー 合 金 型
温 度 ヒ ュ ー ズ 。

前 記 可 溶 合 金 の 組 成 は Ｂ ｉ が ４ ７ 重 量 ％ ～ ５ ５ 重 量 ％ 、 Ａ ｇ が ０ ． ０ ５ 重 量 ％ ～ ０
． ２ 重 量 ％ お よ び 残 部 が Ｉ ｎ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｐ ｂ フ リ ー 合 金 型
温 度 ヒ ュ ー ズ 。

前 記 可 溶 合 金 の 組 成 は Ｂ ｉ が ３ ２ 重 量 ％ ～ ３ ７ 重 量 ％ 、 Ａ ｇ が ０ ． ０ １ 重 量 ％ ～ ０
． １ 重 量 ％ お よ び 残 部 が Ｉ ｎ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の Ｐ ｂ フ リ ー 合 金 型
温 度 ヒ ュ ー ズ 。



金 系 に 、 適 量 の Ａ ｇ を 加 え て 結 晶 組 織 の 微 細 化 を 図 っ て 機 械 的 強 度 を 改 善 す る と 共 に 、 温
度 ヒ ュ ー ズ の 比 抵 抗 を ０ ． ７ ９ ｍ Ω ・ ｍ ｍ 以 下 に 抑 え た Ｂ ｉ － Ｉ ｎ － Ａ ｇ 三 元 合 金 で あ る
。 Ａ ｇ の 添 加 量 に つ い て は 、 Ａ ｇ を 過 剰 に 添 加 す る こ と で Ａ ｇ Ｉ ｎ ２ が 生 成 し 固 液 共 存 域
が 増 大 し 、 ま た Ａ ｇ の 添 加 量 が 少 な す ぎ る と Ａ ｇ 添 加 の 効 果 が 得 ら れ な い た め 、 Ａ ｇ 添 加
量 を Ｂ ｉ － Ｉ ｎ の 構 成 組 成 に 対 し て 好 適 な 範 囲 を 定 め た も の で あ る 。

 
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】

鉛 フ リ ー 合 金 型 温 度 ヒ ュ ー ズ は 、 感 温 素 子 に Ｂ ｉ を ６ ４ 重 量 ％ ～ ６ ９
重 量 ％ 、 Ａ ｇ を ０ ． ０ ５ 重 量 ％ ～ ０ ． ３ 重 量 ％ 、 残 部 が Ｉ ｎ か ら な る 可 溶 合 金 を 使 用 す る
こ と で １ ０ ７ ～ １ ０ ９ ℃ の 動 作 温 度 を 有 す る 温 度 ヒ ュ ー ズ を 可 能 と し た も の で あ る 。
 
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】

鉛 フ リ ー 合 金 型 温 度 ヒ ュ ー ズ は 、 感 温 素 子 に Ｂ ｉ を ４ ７ 重 量 ％ ～ ５ ５
重 量 ％ 、 Ａ ｇ を ０ ． ０ ５ 重 量 ％ ～ ０ ． ２ 重 量 ％ 、 残 部 が Ｉ ｎ か ら な る 可 溶 合 金 を 使 用 す る
こ と で ８ ７ ～ ９ ７ ℃ の 動 作 温 度 を 有 す る 温 度 ヒ ュ ー ズ を 可 能 と し た も の で あ る 。
 
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】

鉛 フ リ ー 合 金 型 温 度 ヒ ュ ー ズ は 、 感 温 素 子 に Ｂ ｉ を ３ ２ 重 量 ％ ～ ３ ７
重 量 ％ 、 Ａ ｇ を ０ ． ０ １ 重 量 ％ ～ ０ ． １ 重 量 ％ 、 残 部 が Ｉ ｎ か ら な る 可 溶 合 金 を 使 用 す る
こ と で ７ ０ ～ ７ ３ ℃ の 動 作 温 度 を 有 す る 温 度 ヒ ュ ー ズ を 可 能 と し た も の で あ る 。
 
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
(実 施 例 １ － ４ )Ｂ ｉ を ６ ６ ． ７ ０ 重 量 ％ 、 Ｉ ｎ を ３ ３ ． ０ ７ 重 量 ％ 、 Ａ ｇ を ０ ． ２ ３ 重 量
％ と し た 組 成 の φ ０ ． ６ ｍ ｍ 線 を 押 出 し 加 工 に よ り 作 製 し 、 こ の 合 金 線 を 実 施 形 態 の 温 度
ヒ ュ ー ズ に 適 用 し た 。 実 施 例 １ － ４ の 温 度 ヒ ュ ー ズ ３ ０ 個 に １ ０ ｍ Ａ の 検 知 電 流 を 通 電 し
な が ら 、 １ ℃ ／ 分 の 割 合 で 温 度 上 昇 す る 恒 温 槽 （ 気 相 ） 中 で 動 作 さ せ た と こ ろ 動 作 温 度 範
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す な わ ち 、 両 端 に リ
ー ド 部 材 を 接 続 し た 可 溶 合 金 と 、 こ の 可 溶 合 金 を 挿 入 す る 絶 縁 性 の ケ ー ス と を 具 備 し 、 リ
ー ド 部 材 が 導 出 す る ケ ー ス 端 部 を 封 止 し た 温 度 ヒ ュ ー ズ に お い て 、 前 記 可 溶 合 金 は Ｂ ｉ を
３ ２ 重 量 ％ ～ ６ ９ 重 量 ％ 、 Ａ ｇ を ０ ． ０ １ 重 量 ％ ～ ０ ． ３ 重 量 ％ 、 残 部 Ｉ ｎ の 組 成 範 囲 内
か ら な る こ と を 特 徴 と す る 鉛 フ リ ー 合 金 型 温 度 ヒ ュ ー ズ を 提 供 す る 。

本 発 明 に 係 る 第 一 の

本 発 明 に 係 る 第 二 の

本 発 明 に 係 る 第 三 の



囲 は １ ０ ８ ± ２ ℃ で あ っ た 。 ま た 、 ８ ８ ℃ で ５ ０ ０ 時 間 、 １ ０ ０ ０ 時 間 、 ２ ０ ０ ０ 時 間 そ
れ ぞ れ 保 管 し た 実 施 例 １ － ４ の 温 度 ヒ ュ ー ズ 各 １ ０ 個 を 電 圧 降 下 法 に よ り 接 触 抵 抗 を 除 く
よ う に 接 続 し 、 本 体 を 含 め ２ ５ ｍ ｍ の 点 で リ ー ド 間 の 電 気 抵 抗 を 測 定 電 流 １ ０ ０ ｍ Ａ で 測
定 し た と こ ろ 、 比 抵 抗 ０ ． ６ ３ ± ０ ． ２ ｍ Ω ・ ｍ ｍ の 範 囲 を 保 持 で き る こ と が わ か っ た 。
さ ら に 、 こ の 各 １ ０ 個 を １ ℃ ／ 分 の 割 合 で 温 度 上 昇 す る 恒 温 槽 （ 気 相 ） 中 で 動 作 さ せ た と
こ ろ 、 高 温 保 管 後 も 動 作 温 度 １ ０ ８ ± ２ ℃ の 初 期 範 囲 を 維 持 で き る こ と が わ か っ た 。
 
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 実 施 例 ２ － ２ ） Ｂ ｉ を ５ ３ ． ０ ０ 重 量 ％ 、 Ｉ ｎ を ４ ６ ． ８ ６ 重 量 ％ 、 Ａ ｇ を ０ ． １ ４ 重
量 ％ と し た 組 成 の φ ０ ． ６ ｍ ｍ 線 を 押 出 し 加 工 に よ り 作 製 し 、 こ の 合 金 線 を 実 施 形 態 の 温
度 ヒ ュ ー ズ に 適 用 し た 。 実 施 例 ２ － ２ の 温 度 ヒ ュ ー ズ ３ ０ 個 に １ ０ ｍ Ａ の 検 知 電 流 を 通 電
し な が ら 、 １ ℃ ／ 分 の 割 合 で 温 度 上 昇 す る 恒 温 槽 （ 気 相 ） 中 で 動 作 さ せ た と こ ろ 動 作 温 度
範 囲 は ９ ６ ± ２ ℃ で あ っ た 。 ま た 、 ７ ６ ℃ で ５ ０ ０ 時 間 、 １ ０ ０ ０ 時 間 、 ２ ０ ０ ０ 時 間 そ
れ ぞ れ 保 管 し た 実 施 例 ２ － ２ の 温 度 ヒ ュ ー ズ 各 １ ０ 個 を 電 圧 降 下 法 に よ り 接 触 抵 抗 を 除 く
よ う に 接 続 し 、 本 体 を 含 め ２ ５ ｍ ｍ の 点 で リ ー ド 間 の 電 気 抵 抗 を 測 定 電 流 １ ０ ０ ｍ Ａ で 測
定 し た と こ ろ 、 比 抵 抗 ０ ． ５ ５ ± ０ ． ２ ｍ Ω ・ ｍ ｍ の 範 囲 を 保 持 で き る こ と が わ か っ た 。
さ ら に 、 こ の 各 １ ０ 個 を １ ℃ ／ 分 の 割 合 で 温 度 上 昇 す る 恒 温 槽 （ 気 相 ） 中 で 動 作 さ せ た と
こ ろ 、 高 温 保 管 後 も 動 作 温 度 ９ ６ ± ２ ℃ の 初 期 範 囲 を 維 持 で き る こ と が わ か っ た 。
 
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
（ 実 施 例 ２ － ５ ） Ｂ ｉ を ４ ９ ． ７ ０ 重 量 ％ 、 Ｉ ｎ を ５ ０ ． ２ ２ 重 量 ％ 、 Ａ ｇ を ０ ． ０ ８ 重
量 ％ と し た 組 成 の φ ０ ． ６ ｍ ｍ 線 を 押 出 し 加 工 に よ り 作 製 し 、 こ の 合 金 線 を 実 施 形 態 の 温
度 ヒ ュ ー ズ に 適 用 し た 。 実 施 例 ２ － ５ の 温 度 ヒ ュ ー ズ ３ ０ 個 に １ ０ ｍ Ａ の 検 知 電 流 を 通 電
し な が ら 、 １ ℃ ／ 分 の 割 合 で 温 度 上 昇 す る 恒 温 槽 （ 気 相 ） 中 で 動 作 さ せ た と こ ろ 動 作 温 度
範 囲 は ８ ９ ± ２ ℃ で あ っ た 。 ま た 、 ６ ９ ℃ で ５ ０ ０ 時 間 、 １ ０ ０ ０ 時 間 、 ２ ０ ０ ０ 時 間 そ
れ ぞ れ 保 管 し た 実 施 例 ２ － ５ の 温 度 ヒ ュ ー ズ 各 １ ０ 個 を 電 圧 降 下 法 に よ り 接 触 抵 抗 を 除 く
よ う に 接 続 し 、 本 体 を 含 め ２ ５ ｍ ｍ の 点 で リ ー ド 間 の 電 気 抵 抗 を 測 定 電 流 １ ０ ０ ｍ Ａ で 測
定 し た と こ ろ 、 比 抵 抗 ０ ． ５ ５ ± ０ ． ２ ｍ Ω ・ ｍ ｍ の 範 囲 を 保 持 で き る こ と が わ か っ た 。
さ ら に 、 こ の 各 １ ０ 個 を １ ℃ ／ 分 の 割 合 で 温 度 上 昇 す る 恒 温 槽 （ 気 相 ） 中 で 動 作 さ せ た と
こ ろ 、 高 温 保 管 後 も 動 作 温 度 ８ ９ ± ２ ℃ の 初 期 範 囲 を 維 持 で き る こ と が わ か っ た 。
 
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ 実 施 例 ２ － ９ ） Ｂ ｉ を ４ ８ ． ５ ０ 重 量 ％ 、 Ｉ ｎ を ５ １ ． ４ ３ 重 量 ％ 、 Ａ ｇ を ０ ． ０ ７ 重
量 ％ と し た 組 成 の φ ０ ． ６ ｍ ｍ 線 を 押 出 し 加 工 に よ り 作 製 し 、 こ の 合 金 線 を 実 施 形 態 の 温
度 ヒ ュ ー ズ に 提 供 し た 。 実 施 例 ２ － ２ の 温 度 ヒ ュ ー ズ ３ ０ 個 に １ ０ ｍ Ａ の 検 知 電 流 を 通 電
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し な が ら 、 １ ℃ ／ 分 の 割 合 で 温 度 上 昇 す る 恒 温 槽 （ 気 相 ） 中 で 動 作 さ せ た と こ ろ 動 作 温 度
範 囲 は ８ ８ ± ２ ℃ で あ っ た 。 ま た 、 ６ ８ ℃ で ５ ０ ０ 時 間 、 １ ０ ０ ０ 時 間 、 ２ ０ ０ ０ 時 間 そ
れ ぞ れ 保 管 し た 実 施 例 ２ － ９ の 温 度 ヒ ュ ー ズ 各 １ ０ 個 を 電 圧 降 下 法 に よ り 接 触 抵 抗 を 除 く
よ う に 接 続 し 、 本 体 を 含 め ２ ５ ｍ ｍ の 点 で リ ー ド 間 の 電 気 抵 抗 を 測 定 電 流 １ ０ ０ ｍ Ａ で 測
定 し た と こ ろ 、 比 抵 抗 ０ ． ４ ７ ± ０ ． ２ ｍ Ω ・ ｍ ｍ の 範 囲 を 保 持 で き る こ と が わ か っ た 。
さ ら に 、 こ の 各 １ ０ 個 を １ ℃ ／ 分 の 割 合 で 温 度 上 昇 す る 恒 温 槽 （ 気 相 ） 中 で 動 作 さ せ た と
こ ろ 、 高 温 保 管 後 も 動 作 温 度 ８ ８ ± ２ ℃ の 初 期 範 囲 を 維 持 で き る こ と が わ か っ た 。
 
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ 実 施 例 ３ － ２ ） Ｂ ｉ を ３ ４ ． ２ ０ 重 量 ％ 、 Ｉ ｎ を ６ ５ ． ７ ８ 重 量 ％ 、 Ａ ｇ を ０ ． ０ ２ 重
量 ％ と し た 組 成 の φ ０ ． ６ ｍ ｍ 線 を 押 出 し 加 工 に よ り 作 製 し 、 こ の 合 金 線 を 実 施 形 態 の 温
度 ヒ ュ ー ズ に 提 供 し た 。 実 施 例 ３ － ２ の 温 度 ヒ ュ ー ズ ３ ０ 個 に １ ０ ｍ Ａ の 検 知 電 流 を 通 電
し な が ら 、 １ ℃ ／ 分 の 割 合 で 温 度 上 昇 す る 恒 温 槽 （ 気 相 ） 中 で 動 作 さ せ た と こ ろ 動 作 温 度
範 囲 は ７ ３ ± ２ ℃ で あ っ た 。 ま た 、 ５ ３ ℃ で ５ ０ ０ 時 間 、 １ ０ ０ ０ 時 間 、 ２ ０ ０ ０ 時 間 そ
れ ぞ れ 保 管 し た 実 施 例 ３ － ２ の 温 度 ヒ ュ ー ズ 各 １ ０ 個 を 電 圧 降 下 法 に よ り 接 触 抵 抗 を 除 く
よ う に 接 続 し 、 本 体 を 含 め ２ ５ ｍ ｍ の 点 で リ ー ド 間 の 電 気 抵 抗 を 測 定 電 流 １ ０ ０ ｍ Ａ で 測
定 し た と こ ろ 、 比 抵 抗 ０ ． ３ ２ ± ０ ． ２ ｍ Ω ・ ｍ ｍ の 範 囲 を 保 持 で き る こ と が わ か っ た 。
さ ら に 、 こ の 各 １ ０ 個 を １ ℃ ／ 分 の 割 合 で 温 度 上 昇 す る 恒 温 槽 （ 気 相 ） 中 で 動 作 さ せ た と
こ ろ 、 高 温 保 管 後 も 動 作 温 度 ７ ３ ± ２ ℃ の 初 期 範 囲 を 維 持 で き る こ と が わ か っ た 。
 
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 比 較 例 】
（ 比 較 例 １ － １ ） Ａ ｇ の 量 を ０ ． ４ 重 量 ％ に し た 合 金 組 成 （ ６ ６ ． ５ ３ Ｂ ｉ － ３ ３ ． ０ ７
Ｉ ｎ － ０ ． ４ Ａ ｇ （ 重 量 ％ ） ） は 、 固 液 共 存 域 が ２ ６ ． ７ ℃ と １ ０ ℃ 以 上 有 し 溶 融 開 始 か
ら 溶 融 完 了 ま で の 温 度 域 が 広 す ぎ る た め 温 度 ヒ ュ ー ズ と し て 実 用 に 至 ら な か っ た 。 同 様 に
Ａ ｇ の 量 を ０ ． ５ 重 量 ％ に し た 合 金 組 成 （ ６ ６ ． ４ ３ Ｂ ｉ － ３ ３ ． ０ ７ Ｉ ｎ － ０ ． ５ Ａ ｇ
（ 重 量 ％ ） ） の 固 液 共 存 域 も ３ ７ ． ３ ℃ も あ り 温 度 ヒ ュ ー ズ と し て 実 用 で き な か っ た 。 ま
た 、 Ａ ｇ の 量 を ０ ． ０ ５ 重 量 ％ 以 下 と し た 合 金 組 成 （ ６ ６ ． ９ ２ Ｂ ｉ － ３ ３ ． ０ ７ Ｉ ｎ －
０ ． ０ １ Ａ ｇ （ 重 量 ％ ） ） の φ ０ ． ６ ｍ ｍ 線 を 押 出 し 加 工 に よ り 作 製 を 試 み た が 、 合 金 強
度 が 劣 り 脆 す ぎ る た め 作 製 で き な か っ た 。
 
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ 比 較 例 ２ ‐ １ ） Ａ ｇ の 量 を ０ ． ３ 重 量 ％ に し た 合 金 組 成 （ ５ ２ ． ８ ４ Ｂ ｉ － ４ ６ ． ８ ６
Ｉ ｎ － ０ ． ３ Ａ ｇ （ 重 量 ％ ） ） は 、 固 液 共 存 域 が 、 １ ０ ． １ ℃ 以 上 と １ ０ ℃ 以 上 有 し 溶 融
会 し か ら 溶 融 完 了 ま で の 温 度 域 が 広 す ぎ る た め 温 度 ヒ ュ ー ズ と し て 実 用 に 至 ら な か っ た 。
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同 様 に Ａ ｇ の 量 を ０ ． ４ 重 量 ％ に し た 合 金 組 成 （ ５ ２ ． ７ ４ Ｂ ｉ － ４ ６ ． ８ ６ Ｉ ｎ － ０ ．
４ Ａ ｇ （ 重 量 ％ ） ） の 固 液 共 存 域 は ２ ３ ． １ ℃ で あ り 温 度 ヒ ュ ー ズ と し て 実 用 で き な か っ
た 。 ま た 、 Ａ ｇ の 量 を ０ ． ０ ５ 重 量 ％ 以 下 と し た 組 成 （ ５ ３ ． １ ３ Ｂ ｉ － ４ ６ ． ８ ６ Ｉ ｎ
－ ０ ． ０ １ Ａ ｇ （ 重 量 ％ ） ） の φ ０ ． ６ ｍ ｍ 線 を 押 出 し 加 工 に よ り 作 製 を 試 み た が 、 合 金
強 度 が 劣 り 脆 す ぎ る た め 作 製 で き な か っ た 。
 
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ 比 較 例 ３ － １ ） Ａ ｇ の 量 を ０ ． ２ 重 量 ％ に し た 合 金 組 成 （ ３ ２ ． ４ Ｂ ｉ － ６ ５ ． ６ Ｉ ｎ
－ ０ ． ２ Ａ ｇ （ 重 量 ％ ） ） は 、 固 液 共 存 域 が ２ １ ． ７ ℃ と １ ０ ℃ 以 上 有 し 溶 融 開 始 か ら 溶
融 完 了 ま で の 温 度 域 が 広 す ぎ る た め 温 度 ヒ ュ － ス と し て 実 用 に 至 ら な か っ た 。 同 様 に Ａ ｇ
の 量 を ０ ． ３ 重 量 ％ に し た 合 金 組 成 （ ３ ４ ． ２ Ｂ ｉ － ６ ５ ． ５ Ｉ ｎ － ０ ． ３ Ａ ｇ （ 重 量 ％
） ） の 固 液 共 存 域 は ３ １ ℃ あ り 温 度 ヒ ュ ー ズ と し て 実 用 で き な か っ た 。 ま た 、 Ａ ｇ の 量 を
０ ． ０ １ 重 量 ％ 以 下 と し た 組 成 （ ３ ４ ． ２ ０ ０ Ｂ ｉ － ６ ５ ． ７ ９ ５ Ｉ ｎ － ０ ． ０ ０ ５ Ａ ｇ
（ 重 量 ％ ） ） の φ ０ ． ６ ｍ ｍ 線 を 押 出 し 加 工 に よ り 作 製 を 試 み た が 、 合 金 が 軟 ら か す ぎ る
た め 組 立 時 の 変 形 が 大 き く 温 度 ヒ ュ ー ズ を 作 製 で き な か っ た 。
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